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交流会：午後６時～午後７時

都市センターホテル

午後1時30分 ～
　　　　　　　午後５時50分

11月13日（火）

議会人の、
議会人による、
議会人のための
 　研究集会

都市センターホテル（日本都市センター会館内）
〒102-0093　東京都千代田区平河町2-4-1　tel.03-3265-8211 fax.03-3262-1705

●東京メトロ有楽町線
麹町駅半蔵門方面より
徒歩4分

●JR四ツ谷駅
麹町口より
徒歩15分

●東京メトロ有楽町線・半蔵門線
永田町駅4番5番出口より
徒歩4分

●東京メトロ南北線
永田町駅9番出口より
徒歩4分

●東京メトロ丸の内線・銀座線
赤坂見附駅より
徒歩8分
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全国都道府県議会議長会会長 柳居 俊学
やな い しゅんがく

　我が国は、本格的な人口減少と高齢化社会を迎えようとしております。このような中で住民の暮らしと地
域経済を守るためには、地方公共団体が様々な行政上の諸課題に的確に対応していく必要があり、持続可
能で質の高い行政サービスを提供するためにも、二元代表制の一翼を担う地方議会が、これまで以上に政
策立案機能、監視機能を十分に発揮し、行政に関与していく必要があります。
　これまでの延長線上にある発想を転換し、65歳以上の人口がピークを迎える近未来の状況を念頭に、今
後、地方がいかに戦略的に対応していくか、我々地方議会議員に課せられた使命は極めて重要であります。
　各地域の置かれている状況は様々であり、厳しい未来であればあるほど多様できめ細かな行政が必要で
ありますが、今回は迫り来る危機への共通認識を醸成していただくため「自治体戦略2040年構想と地方
自治」と題する基調講演を聴取することとしております。

　また、各分科会では、地方議会の基本的機能の強化に加え、広報・情報発信や地域医療・介護の将来像などについて討議を行います。
　この大会はご出席の議員各位が主役であります。皆様の日頃の思いを積極的にご披露いただき、今後の活動の大きな糧としていただ
ければ幸いに存じます。

全国都道府県議会議長会会長 柳居 俊学
やな い しゅんがく

都道府県議会議員が一堂に会し、共通する政策課題等についての情報や意見の交換を行うとともに、大会参加
を通じて議員間の一層の連携を深め、もって地方分権の時代に即応した議会機能の充実と活力に満ちた地域
づくりに資することを目的とする。

開催
趣旨

プログラム

主催者あいさつ

1967年愛知県生まれ。東京大学法学部卒業。専門は、史料の分析とオーラル･ヒスト
リーに基づいた政治学･行政学研究。学術博士。東京大学法学部助手、ロンドン・ス
クール・オブ・エコノミクス客員研究員、東北大学大学院法学研究科教授を経て、
2013年４月より現職。第４・５次国地方係争処理委員会委員、第32次地方制度調査会
委員等を務める。
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第2分科会 行政監視機能の強化
　首長と議会が向き合う二元代表制において、議会がどのような監視機能を果たすべきか、果たしうるか、チェック機能のあり方と
具体的手法について考える。

第3分科会 住民との関係強化
　民意の的確な反映・住民参加の拡充が求められており、住民との関係強化に向けた具体的取組を踏まえ、住民代表機能強化の
方法について考える。

第4分科会 広報・情報発信
　透明性の確保や説明責任を果たす観点から各種メディアを活用して議会広報が充実されつつあるが、更に積極的な情報発信や
マスコミ対応のあり方などについて考える。

第5分科会 地域医療・介護の将来像
　医療制度改革が進行し、都道府県の役割が増大することから、地域医療・介護の将来像と議会が果たすべき役割について考える。

18：00
17：50

19：00

コーディネイター パネリスト

第1分科会 政策立案機能の強化
　議会からの政策提案の強化が求められ、議員や委員会の条例発議が活発化しているが、その事例紹介を踏まえ、今後の政策立
案機能強化の手法や課題について考える。 

牧原　出 氏　東京大学先端科学技術研究センター教授
まき いずるはら

休　憩

休　憩

九州大学大学院法学研究科博士課
程単位取得退学。西南学院大学法
学部助教授等を経て、2007年より
現職。専門は、行政法、環境法、地方
自治法。日本自治学会理事。第31
次・32次地方制度調査会委員、地方
分権改革有識者会議議員、福岡県
行政改革審議会委員なども務める。

勢一　智子 氏
せい いち とも こ

西南学院大学法学部教授

牛山　久仁彦 氏
うし やま く に ひこ

明治大学政治経済学部地域行政学科長・教授
中央大学法学部法律学科卒
業。明治大学大学院等を経て
現職。日本学術会議連携会
員、日本政治学会理事、日本
行政学会理事。神奈川県総合
計画審議会副会長、埼玉県行
政不服審査会委員等を務め
る。

谷口　尚子 氏
たに ぐち なお こ

慶應義塾大学大学院准教授
慶應義塾大学大学院法学研
究科博士課程単位取得退学、
博士（法学）。日本政治学会理
事。第31・32次地方制度調査
会委員。内閣府地方分権改革
有識者会議議員。

近藤　健一郎 氏
秋田県議会議員

自由民主党所属。秋田
県職員、秋田県森吉町
長を経て、2007年から
秋田県議会議員（３期
目）。同県議会副議長
を経て、現在、議会運
営委員会委員長、産業
観光委員会委員。

田中　宏典 氏
福井県議会議員

県会自民党所属。高
浜町議会議員を経
て、2010年８月から
福井県議会議員(３
期目)。厚生常任委員
会委員長、総務教育
常任委員長を歴任。

江藤　俊昭 氏
山梨学院大学大学院研究科長

中央大学大学院法学研究科博士後期課程満期
退学。博士。地域政治論。三重県議会議会改革
諮問会議会長、第29次・第30次地方制度調査
会委員、総務省「町村議会のあり方に関する研
究会」委員等を歴任。現在、マニフェスト大賞審
査委員、全国町村議会議長会「報酬等に関する
研究会」委員長、議会サポーター・アドバイザー
(栗山町、芽室町、滝沢市、山陽小野田市)等。

島崎　謙治 氏
政策研究大学院大学教授

東京大学教養学部卒業、厚生
労働省保険局保険課長、国立
社会保障・人口問題研究所副
所長等を経て、2007年から現
職。博士（商学）。社会保障審
議会医療部会委員、長野県立
病院機構理事、日本医療・病院
管理学会評議員等を務める。

渡辺　創 氏
わた なべ そう

宮崎県議会議員
会派県民連合宮崎所
属。毎日新聞社入社
後、横浜支局、東京本
社編集局政治部勤務
を経て2011年から宮
崎県議会議員（2期
目）。現在、文教警察企
業常任委員会委員長。

永井　学 氏
山梨県議会議員

自由民主党所属。2011
年4月から山梨県議会
議員（2期目）。現在、農
政産業観光委員会委員
長。決算特別委員会委
員。ミネラルウォーター
税導入に関する政策提
言案作成委員会委員。
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自由民主党所属。熱海市
議会議員（２期）を経て、
2015年から静岡県議会
議員（１期目）。2017年、手
話言語条例検討委員会
副委員長。現在、建設委
員会副委員長、水産振興
条例案検討委員会委員。

藤曲　敬宏 氏
ふじ まがり たか ひろ

静岡県議会議員
自由民主党岡山県議団
所属。2007年から岡山
県議会議員（３期目）。土
木委員会委員長、地域振
興･防災･環境対策特別
委員会委員長、監査委員
を歴任。現在、産業労働
警察委員会委員長。

池本　敏朗 氏
いけ もと とし あき

岡山県議会議員

高橋　しんご 氏
たか はし

兵庫県議会議員
自由民主党所属。
2007年から兵庫県議
会議員（３期目）。2017
年６月から2018年６月
まで同県議会副議長
（第125代）及び広報
委員長。現在、総務常
任委員会委員。

原井　敬 氏
徳島県議会議員

徳島県議会自由民主党所
属。2015年から徳島県議会
議員（１期目）。2017年は文
教厚生常任委員会委員長。
2018年は次世代人材育
成・少子高齢化対策特別委
員会委員長、徳島県議会政
策条例検討会議委員。

い たかしはら

五十嵐　務 氏
富山県議会議員

自由民主党富山県
議会議員会所属。
2003年より富山県議
会議員（４期目）。経
営企画委員長、副議
長等を務め、現在、厚
生環境委員会委員、
富山県監査委員。

い が らし つとむ

中島　謙二 氏
島根県議会議員

自由民主党島根県議
会議員連盟所属。2007
年から島根県議会議員
（３期目）。現在、文教厚
生委員会委員長、議会
運営委員会副委員長、
地方創生・行財政改革
調査特別委員会委員。

なか しま けん じ




